
60No.820　2017/03

【「
地
域
創
生
」
と
教
育
】 　
第
24
回

　
次
期
学
習
指
導
要
領
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
れ
が
安

倍
政
権
の
進
め
る
「
地
域
創
生
」
計
画
の
一
部
分
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
中
教
審
答
申
に
あ
る
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課

程
」
の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
拡
大
な
ど
は
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
抽
象
的
に
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
次

世
代
の
学
校
・
地
域
」
創
生
プ
ラ
ン
〜
学
校
と
地

域
の
一
体
改
革
に
よ
る
地
域
創
生
〜
（
通
称
馳
プ
ラ

ン
）」（
２
０
１
６
年
１
月
25
日
）
と
の
連
携
が
具
体

的
内
容
で
す
。「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
！
地
方
創

生
の
推
進
！
」
が
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
安
倍
政
権

の
進
め
る
政
策
の
、文
科
省
で
の
工
程
の
現
実
化
で
す
。

　
学
習
指
導
要
領
で
い
わ
れ
る
「
新
し
い
時
代
に
必

要
と
な
る
資
質
・
能
力
」
と
は
、
そ
れ
を
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
「
活
躍
」
す
る
場
が
な
い
、「
地
域
」
に
貢
献
で
き

な
い
、
と
い
う
「
強
制
力
」
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注

意
が
必
要
で
し
ょ
う
（
息
苦
し
さ
の
一
因
）。

　
第
２
次
大
戦
前
、
１
９
３
０
年
代
半
ば
の
日
本
で
も
、
疲
弊

し
た
地
方
で
「
経
済
更
正
運
動
」
を
進
め
る
中
、「
町
村
の
自

治
や
行
政
の
発
展
拡
大
と
い
う
方
向
で
農
村
の
組
織
化
が
進
ん

だ
」
が
、「
大
政
翼
賛
会
は
…
…
、
経
済
更
正
運
動
で
作
ら
れ

た
組
織
を
利
用
し
な
が
ら
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
諸
団
体
や
銃

後
奉
公
会
、
警
防
団
な
ど
新
た
に
結
成
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
を
統
轄
す
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
」（
文
献
①
３
３
６
頁
）。

あ
る
シ
ス
テ
ム
が
実
は
他
の
シ
ス
テ
ム
に
「
乗
っ
取

ら
れ
て
い
く
」
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。「
上
か
ら
の

支
配
」
だ
け
で
な
く
、「
そ
れ
が
下
か
ら
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
、
い
か
な
る
基
盤
の
も
と
で

上
か
ら
の
支
配
が
貫
徹
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
仕
組

み
に
着
目
」（
２
３
４
頁
）
す
る
こ
と
は
、
現
在
、
次

期
学
習
指
導
要
領
を
分
析
す
る
上
で
も
必
要
な
視
点

で
し
ょ
う
。
文
献
①
の
現
在
版
と
し
て
、
地
域
を
よ

く
研
究
し
て
政
策
提
言
す
る
こ
と
が
、「
民
主
主
義
の

大
学
院
」
と
し
て
の
地
方
自
治
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
文
献
②
13
頁
）。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）
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